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３月２日から始まった新市の定例議会は、２８日間

というロングラン開催となりました。

合併に伴う条例改正は２月に臨時議会を開催し、対

応した結果、当局提案４６件、請願２件となり、一般

質問者は１４人でした。

私は①次世代育成支援について②地球温暖化（京都

議定書を受けて）について③平和行政について（戦後

６０周年を向かえ）の３点について質問しました。

また、一般会計＋特別会計総額４００億円を超える

予算審査特別委員会では副委員長という大役を任ぜら

れ一段高いところから４４人（正副委員長除く）の議

員各位を見渡す経験を得ました。

以前が２０人だっただけに壮観な姿に圧倒される反

面、しっかりした存在感を持つ議員を目指さなくては！

という緊張感も沸いてきました。

と

ＨＰ http://www.orahoo.com/ayumu-kai/ Ｅメール kt.takyanagi-710@au.wakwak.com

上は北小学校の入学式の模様、左は新市沼田市誕生！の垂

れ幕オープンの瞬間です。合併を選択し人口約５万５千人、

面積約４４３Ｋ㎡の新たな自治体の船出となりました。子供

達が成人する頃には「合併の特例」期限も切れ、沼田市も立

派な成人になっていなくてはなりません。

『…子供は大人の言うことは聞かないが、大人のやること

をする。…』校長先生の言葉。肩と胸にずっしり！
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【総合計画・建設計画】
Ｑ：旧沼田市の第４次総合計画５カ年計画の最終

年度となるが、達成率と未達成事業への考えは？

Ａ：主要事務事業として４年間継続してきた。ほ

ぼ、達成できたと考えている。

（今後は）合併を踏まえ、ハードからソフト事

業を見据えた計画としたい。

Ｑ：新市建設計画策定の手法と期間、市民参加検

討会議を踏まえた考え方は？

Ａ：前回の総合計画策定の際、行った高校生含め

たアンケートや先般の市民参検討会議の手法は

視野に入る。概ね２年で策定していきたい。

Ｑ：特例債は一切使用しないのか？（合併での）

「英知の結集」とはどのようなことを示すのか？

Ａ：従来からの継続事業を（国の負担率 が高い

ので…）合併特例債事業へ取り入れようとした

が、適した事業が見つからず壁の厚さを痛感し

た。従って財政調整基金などから約３２億円の

調達をして収支均衡を図らざるを得なかった。

財源力と市民行政ニーズの「空欄」を埋める

のが「市民協働」であり、今後のあるべき基礎

自治体を語る場合に欠かせないキーワードと捉

【次期市長選への決意は？】
Ｑ：市民要望へも国策へも積極果敢に取り組んで

きた市長だが、市政懇談会での話しや２月の新

聞報道での来年の市長選への出馬の決意を聞か

せて欲しい。

Ａ：これまでの交付税始めとした税の基準は「人

口」であった。２１世紀の地方分権を推進して

いく為には、人口が少なく面積の広い自治体の

自立を「自然」「環境」「協働」というキーワー

ドで括らなければならないと強く認識している。

面積の８０％が森林原野という、この地域の

特性を生かしたまちづくりを取り組んでいきた

い。２１世紀は地方が国を動かす時代。残り１

年の行政執行に全力を上げ、市民全体で立ち上

第３回定例議会 一般質問報告ＮＯ１

一般質問者は前述した通り１４人と多人数の為、

いくつかの課題別に大括りにしてＱ＆Ａという具

合にしてみました。そのために、質問に対して直

接答えた回答とは異なる、やや粗雑な報告になり

ますが紙面の都合上、心情を察して下さい。

【沼須住宅団地構想について】
Ｑ：１月２８日上毛新聞報道された。Ｈ３年から

１２年も経過して『県はこの事業から撤退しま

す。』では済まされない。地域の責任者へは、

内容証明郵便まで送りつけられ責任追及されて

いる。

これまで慎重に進め、道路整備、造成や上下

水整備費総額２億５２００万円１棟あたりの費

用約５００万円というところまで具体化してい

た。９人のプロジェクトを立ち上げ、対応する

と言うが、どのような内容か？

Ａ：地域への「実害」はどうしても避けていきた

いという気構えでいる。残念ながら本事業では

採算ベースに至らないと判断した。１

０月までに、地域と相談しながらプロ

ジェクトで対応し、「利活用」の方向

左図は沼須地区住宅団地の構想平面図

下は予定地だった沼須地区周辺＆道路
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【資源活用と観光政策】
Ｑ：観光資源の活用視点とネットワーク化への考

えは？

Ａ：先日、利根町芸能祭へおじゃました。地域の

伝統文化の伝承を高齢者の方々がかなりしっか

りと、その役割を担っておられた。更に、芸能

祭開催に当たっては、沼田市内との交流はすで

に活発に行われていたと聞いた。この活力を見

習いたい。

また、観光資源の一体感と言う視点で言うな

らば、二つに大別でき、一つは観光資源のバリ

アフリー化（椎坂トンネルや道路網？）でもう

一つは総合計画の具体化となろう。

Ｑ：伊香保町の観光事業比率と（合併した際の渋

川市の観光事業比率とでは「尺度」が異り、縮

小を余儀なくされるや否やという話を聞いた。

現状分析と考え方を！

Ａ：「国が光るところを観る」という中国の易教

の教えにもあるように、観光資源は大切にして

いきたい。

現在、沼田市１００万人、白沢５９万人、利

根１４４万人の観光客が年間訪れ、合計約３０

０万となる。目標を５５０万人として、２００

万人強をエコミュージアムにより誘引していき

たい。そのため、観光先進地へも積極的に出向

いて「観光カリスマ」などにも学んでいきたい。

Ｑ：森林セラピーがドイツでは、医療として認定

された。林野庁も前向きのようだ。21世紀の森

の活用などはどうか？温泉＋病院や薬膳＋旅館

などの組み合わせも考えられる。連合＋ＪＡ＋

経団連での「100万人のふるさと回帰宣言」も興

味深い取り組みだがどうか。

Ａ：健康で頑張れる地域のコンセプトは本地域と

合致すると考えている。マイナスイオンの効用、

セラピーなど国の推移との適合度を含め、検討

させていただきたい。「ふるさと回帰宣言」へ

第３回定例議会 一般質問報告ＮＯ２

「100万人のふるさと回帰宣言」運動？

２０世紀は、猛烈な勢いで、わき目も

触れず、後ろをも振り向かず「工業生

産中心」に邁進してきました。「受験戦争」「過

労死」「勝ち組･負け組み」などという言葉も同時

に生産されてしまった。

平成不況の「底なし沼」につかりながら、ふと

浮かぶものがあった。決して裕福ではないが、家

族や近隣との「和み」がそこにはあった。「刺激」

はないが「励み」はある。生きている実感がそこ

にはある。「我がふるさと」自然、農業、林業、

Ｕターン…。そうだ田舎へ帰ろう！

こうした「想い」を受け入れていく「仕組み」

をバックアップする組織が「ふるさと回帰支援セ

ンター」

です。会員制でセミナーや具体的「帰農」支援を

【森林や農政課題】
Ｑ：新しい農村農業基本計画が先日発表になった。

食料自給率を１０年掛けて、カロリーベースで

現在４０％前後を４５％へと引き上げ、守りか

ら攻めの農業という点では「画期的」なことだ

が、沼田市における地産地消のネットワーク化

など考え方を聞きたい。

ベネッセ＋ＮＰＯで直売のレベルアップを目

指す組織が立ち上がったと聞いた。

Ａ：新計画は３～６０００億円の輸出を目指す国

の姿勢と聞く。中国へりんごの陽光が１個700

円 で取引されているのを聞くと、新たな発想も

必 要と考える。産学連携など県とも相談してき

て いる。今後も努力していきたい。

Ｑ：（沼須地区の）農業集落排水事業の中止の経

過説明を！

Ａ：Ｈ１０年の（地域の）要望により進めてきた。

Ｈ１４年の「仮想評価アンケート」の実施結果

を分析した。（集落排水）希望が５０％以下で

は不採算との分岐に対して、３年以内に接続希

望は３０％となった。これでは合併浄化槽への

転換も止むなしと判断し、２月に地域へも説明

し、理解を求めてきた。

Ｑ：木田坂の道路脇の植林は、かつては学生がし

ていたと記憶している。自然体験教育で実践的

だがこうした（学校林活用などの）取り組みは、

現在はできないものか？

Ａ：林業の逼迫（ヒッパク）も大変厳しい。自分

も学生の頃、植林の記憶がある。教育委員会へ

豆知識

利根町：しゃくなげの湯の物産売り場



[ ４ ]

【街なか・まちづくり関連】
Ｑ：振興局制度の役割と任務は？多様化する住民

ニーズへの「小さな自治」の浸透策や「自助・

共助・公助」などのあるべき姿のイメージはど

んなもの？

Ａ：振興局長の配置は県内唯一。Ｈ１４年９月頃

（考え出されたプランで）広域面積合併への対

応策として各方面から注目されている。

「小さな自治」＝埼玉志木市は民間移行思考

で群馬小寺知事は小学校区単位の住民自治を目

指しているように考える。住民参加の興りは武

蔵野市あたりと捉えている。しかし、時代背景

は大きく変化してきている。

（行政施策の）計画段階へ「参加」を目指し

た旧来のものから、実施段階への責任を（立場

の違いは踏まえた上で）共有できる「参画」時

第３回定例議会 一般質問報告ＮＯ３

【少子化対策・子育て支援】
Ｑ：少子化で来年には人口減少時代へ突入し、与

野党共通の深刻な課題で社会問題化している。

（第三子への）出産祝金２０万円の話は母親間で

は話題になる。福祉重視型予算には感謝するが

長期的な取り組みで、結果を出していくことが

重要。働きながら子育てする女性などへの総合

的な施策や「幼・保一体化」などへの考え方を

聞きたい。

Ａ：少子化は深刻な事態との認識は一致。合併の

柱の一つは『子供の育成』としてきた。「幼・

保一体化」については国が言う「総合的施設」

のの中身がやや具体化しつつあるので、推移を

見守りながら、対応していきたい。

【利根町区域に学童保育を！】
Ｑ：同一自治体内での均衡ある発展と公平性の視

点からも、是非、空き教室を利用した学童保育

の設置を！冬場に外で遊べないハンデも考慮を！

Ａ：旧利根村での経過なども踏まえて対応してい

きたい。

【ファミリーサポートセンター設置を！】
Ｑ：「働きながら子育て」の両立支援の為のファ

ミリーサポートセンターの設置基準が人口５万

人となり、新市でも基準対象となる。県内には

すでに７箇所あるが利根沼田にはまだない。

安定運営の為には会員３００人程度は必要で、

子育てを援助する「まかせて」会員、子育てを

依頼する「お願い」会員、どちらもできる「どっ

ちも」会員から成る。需要と供給で言うところ

で「まかせて会員」の確保がネックと聞いてい

るが、設置の考えはどうか？

Ａ：必要性は認識しているので、設置の方向で検

討していきたい。

道路後退線って何さ？

建築基準法では、家を建てる場合に家

のどこかが、４ｍ以上の道路に面していることが、

原則条件となっています。しかし、実際は、この

建前どおりにはいかず条件が付くことになります。

その際、対象となる道路の中心から２ｍの区域に

は（将来道路が４ｍに広がっても良いように…）

構造物を作ってはいけません。という決まりになっ

ています。その結果、正式な「道路」ではないが、

実際には、人

や車が狭いな

がらも利用で

きる「隙間」

ができる。こ

れが「道路後

退線」という

豆知識

白沢町（旧役場）振興局隣にある学童保育所

本年１月にできたばかり。利根町にも欲しい

と言う声も…。働くお母さんの支援策である

次世代育成支援の実際はどうなのだろう？

【道路の活用策等】
Ｑ：道路後退線の活用策について質問したが、

（藤岡市などは「要綱」作って対応している）そ

の後の経過は？災害に強いまちづくり＝新潟の

教訓を生かして応急危険判定士育成・活用への

考えは？

Ａ：道路後退線の件は寄付・買収で考えてみたが

経費がかかる。専門職員の育成通じて調査・研

究していきたい。

「地域防災計画」の見直しへ反映。判定士な

どの有資格者を増配置した。Ｈ14年より公安委
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第３回定例議会 一般質問報告ＮＯ４

【健康作り・医療費の抑制について】
Ｑ：先にゴールを決めた合併の感が強い。旧利根

村から見て、『負担は低く、サービスは高く』

なっているか検証したい。

国保税の負担増、人間ドック補助、公的医療

負担制度など旧利根村の市民にとって評価でき

る事柄少ない。

Ａ：合併協議の際、様々な立場の方々からの意見

を尊重しながら進めてきた。中長期的な安定サー

ビスサービスという「調整軸」の為、下がるも

のもあれば、良くなる事柄もある。そして、全

体として、良くなろうとして合併を選択してき

た。もちろんこれで満足している訳ではない。

Ｑ：特に、歯科検診のフッソ特医事業の廃止は疑

問符が残る。この事業は利根圏域内で未実施自

治体は旧沼田市と川場村のみという状況だった。

医師会の資料によれば、旧沼田市の６年生の虫

歯の数が（県内で）一番多かった。

予防は小さいうちから、手を打っておくほど、

経費は少なく、結果として医療費も抑制できる。

むしろ、微量のフッソを水道水へ入れたらど

うかという提案さえしたこともある。

Ａ：データとして、そのようなことが出ている事

実があること、今日知った。是非、今後の検討

【地産地消・学校給食】
Ｑ：（とりわけ旧利根村の）農業経営をめぐる情

勢は厳しい。耕作放棄地はすでに１１％になっ

ている。また、有害鳥獣被害対策も大変で、侵

入対策フェンスだけでも、すでに３億円かけて

きた。今後は市全体の課題となってくると推察

する。手があまり掛からない山菜、ブルーベリー、

地鶏などでの対策はどうか？。

Ａ：（耕作放棄）条件が厳しいところから始まっ

てくる。一旦放棄すると、元に戻すのは難しい。

桑畑を熊・猿の餌にしながら、徐々に森林に戻

していく話も聞いたことがある。参考にしなが

ら（農林業一体としての）対応を研究していき

たい。

Ｑ：観光農業も農家＋組合だけの取り組みには限

界がある。学校給食への普及は利根村は早くか

ら対応してきた。「農産物カレンダー」など作

成して旅館などへもＰＲしてきたが、今後はど

のように活用・展開していくか？。

Ａ：流通と価格の採算や折れ合い調整が難しい。

現在の池田地区へ白沢、利根を「回遊」コース

へ結び付けていきたい。

地産地消、学校給食普及の取り組みなどは、

むしろ利根村を参考にしたい。学校給食の状況

は主食以外は全体量１１７ｔに対して地元産の

割合は１３ｔで１１，３％となり、主要品目の

【白沢町：三沢交流広場】

県道沼田・大間々線沿いの川原に位置するこの

広場は、ゲートボール場が４面、グランドゴルフ

２面、ターゲットバードゴルフ１面が、良く整備

されている。

また、隣接された小児向け遊具や、せせらぎを

設営した自然公園もある。この場所はかつて、工

事になどに伴う「残土」の捨て場所だったという

話です。高齢者と育児中の世代が同時に利用でき

る、この広場は入り口がやや見つけにくいが一度

行ってみる価値はある。年間管理運営費は５８８

【白沢町：堆肥センター】

生枝地区の望郷ラインから少しはずれた場所に

あるこうした施設は町内に３つあり、需要と供給

が今のところ、バランス良くとれているという。

最近の動向として、堆肥を買う消費者のニーズ

は高度化してきており、成分にまで及ぶという。

「有機農法」と一言で、片付けていたが塩分や

リンなどの量もうまく調整しながら、農業経営は、

そう容易い時代ではないようだ。
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「巨大観光農園構想」（東京新聞）

の内容はどんなものなのさ～

去る、３１１日、折りしも３月定例会の真っ

最中、上記の見出しで報道された。利根町の吹

き割りの滝のＲ１２０号を挟んだすぐ上の約３

百ｈａ。『２百戸の農家による観光農園構想が

浮上』と掲載されている。

実際はＲ１２０号から同地区までの農道の調

査費が３百万円計上された。事実はこのことの

みです。それ以上の「想い」は様々あると考え

られますが、農業と地域の将来への不安と期待

が入り混じった気持ちが今回の記事へつながっ

たのでは…と考えます。

豆知識

【観光・都市との交流】
Ｑ：新宿郵便局で物産販売を行ったら、多くの準

市民の方々が立ち寄ってくれた。新宿駅の管理

関係責任者？の人も沼田市出身であった。１日

の乗降者が１５万人の新宿駅との関係など、準

市民の活用に「厚み」が持たせられないか？

Ａ：俳優の小林桂樹氏の親戚で小林平八郎氏が利

根町の方だと認識している。（著名人結構いる）

市の講演会にこれまで多くの人が講師として

沼田へ来てもらっている。講師にリピーターに

なってもらうための「仲介人」なども、そうし

た意味を持っていると考えている。（都市との

交流を強化していくとか、沼田を都市へアピー

ルする取り組みの強化の必要性は、強く持って

いる。）

準市民の活用についても、ご指摘を受け、現

在のものをベースとしつつも、更に多面的な分

【情報共有と発信方法】
Ｑ：災害対策としても脚光を浴びてきている電波

（ラジオ）による情報の共有化は重要と考えてい

る。中継がないと着信に支障がある地域だが、

上毛新聞でも取り上げられた。是非、前向き検

討を！

Ａ：昨年１２月議会でも答弁したが、大規模災害

時には携帯電話が以外に効果が落ちる。ラジオ

の有効性は理解している。市の情報を積極発信

しているＦＭ放送局は民間だが、行政の立場を

【高齢者対策について】
Ｑ：老人のいわゆる「とじこもり」は老化や体力

の低下に拍車を掛け、結果として医療費の増加

につながってくる。千代田区では予防対応とし

て公園や広場に高齢者用の「健康機具」を設置

している。好評であるし、話題にもなっている。

子供の遊具に老人は乗れないが、高齢者用のモ

ノになら子供も乗れるので、費用対効果も高い

がどうか？

Ａ：参考になる話だが、Ｈ１７年度は「高齢者筋

力トレーニング」（鬼石町の施策を導入）を群

馬大学の専門家の指導を受けながら、実施して

いくのでこちらの推移をとりあえず見守りたい。

第３回定例議会 一般質問報告ＮＯ５

利根町：旧鈴木家

ワラ葺き屋根などを整備して、観光資源として

も期待される。左脇にはブームの「足湯」も設

置場所はしゃくなげの湯の入り口にある。

利根町：追貝原地区の写真↑と新聞記事↓
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第３回定例議会 高柳一般質問報告ＮＯ１
【今回の一般質問は以下①～③の３点です。】

毎回のことなのですが、自分の質問の時は、当然、市長や当局が丁寧に答弁してくれていますし、メモ

もしながら、やりとりを３０～４０分間する訳です。その時は努めて冷静に対応しているはずですが、終

了後

メモも自分の頭の中も真っ白で「回答」の掲載に自信が持てませんので掲載ができません。ただし、３問

①【次世代育成支援行動計画の概要は？】
少子化傾向が顕著になる中、平成15年７月に

「次世代育成支援対策推進法」施行を受け各市町

村は次世代育成支援のための行動計画策定が義務

付けられ、いよいよ本年４月、具体的な子育て支

援に関する施策を展開することになっております。

その直前である今、子育て支援関連を中心に委託

業務と合わせ、現行の行政サービスの実施状況に

ついて、どう把握しておられるのか、課題を含め

てうかがいます。

また、この状況把握も含め、本市における行動

計画が、すでに完成されていると推察いたします

が、進捗状況や、検討内容、そして今後の課題等

【①について補足説明 その１】

次世代育成支援については昨年にも質問してい

ます。今議会は１４人中９人までが民生福祉関連

の質問でした。

一般質問のページに掲載されている「学童保育」

「ファミリーサポートセンター」などはこの行動

計画の目標になっているのです。私はまず、この

計画の内容に入る前に、新聞等で取り上げられて

いる学童保育等の現場実態の厳しさをどのように

把握しているのかを聞いたわけです。

委託事業のチェック体制（お金がないから経費

を削減する目的で委託となる）当然、官がやって

も民がやっても大変なのは想像が付く訳です。

これは介護の現場でも良く報道されている通り

です。委託先の事は「信頼していますから…」だ

けで良いのでしょうか？これほど極端ではないに

しても、社会福祉協議会などへ年間５０００万円

以上を出して「子供の発育」含めて高齢者福祉な

ど様々な事業を託しています。

厳しいからこそ、「公平」「公正」「安定運営」

へ向けた体制も整えていかなくてはならないと考

えたのです。

実際の運営は、本当に大変だと言うことは、こ

の間の調査や答弁からは、伝わってきました。ど

うしていくかは今後の課題だろうなぁ。と感じま

【①について補足説明 その２】

【官と民のベストミックスの時代？】
【10年を５年ごとに区切った時限法】

沼田市次世代育成支援行動計画では、平成２１

年までに「学童保育」２施設増設、で「ファミリー

サポートセンター」も新設を具体的数値目標とさ

れています。（だから市長も前向き答弁した？）

しかし厚生労働省の財政措置は厳しくなるばか

りなのです。（これってないよ～）

より「快適な生活」を求めて、住民ニーズは高

度化・多様化していきます。一方、自主財源、国

や県からの支援費ともに「右肩上がり」という状

況は見えません。

土木・建設だけでない広い意味での「公共事業」

は、これまで全て自治体が引き受けたり、背負っ

てきていました。しかし、「公共」の担い手は自

治体だけでは担いきれなくなってきています。

「安易な丸投げ」でない、しっかりした公共担

い手議論の下、官と民のベスト・ミックスを模索

していく時代に移行しつつあるのか？という趣旨

の答弁を市長はしていたように記憶しています。

しっかりした論議としっかりとした「チェック

体制」は欠かせないという認識は一致したと感じ

②【戦後６０年、節目の年に不戦新たに！】
今年は、戦後６０周年を向かえる節目の年であ

ります。２０世紀は大量生産・大量消費と戦争の

世紀といわれてきました。２１世紀こそは、こう

した時代の「負の遺産」から決別し、「平和と環

境の世紀に！」との人類の願いもむなしくアメリ

カへの同時多発９・１１テロ、その報復から勃発

したイラク戦争など、世界の各地で平和の流れに

逆行する争いが続いております。

非核平和都市宣言をしている沼田市として戦後

６０年を一つの契機とし、この流れに警鐘を鳴ら

し、二度と再び人類が地球に生きるすべての存在

をも否定しかねない戦争への道を歩まぬようまず、

市長の基本認識についておうかがいしたいと思い

ます。そして、それを受けて、例年取り組まれて

いる沼田市としての事業の強化や豊富化について



核兵器の廃絶を求める決議 （739市23区加盟）

わが国は、唯一の被爆国として核兵器の廃絶を

全世界に訴えてきた。核兵器をめぐる世界情勢が

深刻さを増す中、本年５月ニューヨーク国連本部

で開かれる核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議は、

核兵器廃絶を進めるうえで大変重要な意義を持つ

会議となる。

こうしたなか、平和市長会議等においては2020

年までに核兵器廃絶を実現するために「核兵器廃

絶のための緊急行動」を展開しているところであ

る。核兵器は、人類の生存をも脅かすものである

ことから、本会は、核兵器廃絶に向けた国内外の

世論がより一層喚起され、核兵器のない世界が一

日も早く実現されるよう強く求める。
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気体のダイエット！
【京都議定書発効って何さ！】

地球温暖化防止のため、１９９０年を基準として

日本は当時の二酸化炭素換算量の６％を５年で減量

という目標を義務付けられた訳です。

これは５７億９７００万トンの減量目標です。気

体を重量で換算するのもすごいと思いましたが、もっ

とすごいのは、日本はすでに、この目標より８％も

増量排出してしまっているという事です。

つまり、乱暴に言って約５８億トンの２倍以上を

２０１２年までに減らさなくてはならないというこ

とです。（減量ってなんでも大変ですよねぇ）

【早いとは思ったけど…姿勢の問題】

２月１６日に「発効」が決定されたばかりの３月

議会で、『何か策は考えていないか？』と質問する

のも、当局サイドの方々からすれば『早すぎるよ～

そりゃぁないよ～』と思われたかもしれません。

しかし、私が聞きたかった内心には、姿勢の問題

も含まれていたのです。地方が国を動かす、地方分

権一括法が施行されて５年。国の方針や計画を待つ

姿勢ではなく、『水と緑の大地・沼田市』を標榜す

るのであれば、環境というキーワードなどは、国に

先駆けて行動を展開する位の気持ちがあってもいい

第３回定例議会 高柳一般質問報告ＮＯ２

豆知識

②【地球温暖化対策の具体化急げ！】
地球温暖化対策についておうかがいいたします。

１９９７年末、京都で開かれた気候変動枠組み条

約第３回締約国会議で締結されて約８年、激しい

国際交渉で繰り返し危機に直面しながら、ようや

く発効にたどり着きました。産業革命以来、「２

０世紀の経済成長のエンジン」だったのが石油や

石炭など化石燃料であり、私達の生産様式も生活

様式もその恩恵を受け、「モノ」による「便利」

「豊かさ」を享受してまいりました。

２１世紀を向かえ、産業界も政府も消費者もす

べての人々が、排出されるＣＯ２（二酸化炭素）

を中心に温暖化へ影響する気体の削減に、本気で

取り組む時代となりました。これがライフスタイ

ルとビジネススタイルの転換、つまり、これまで

の「延長線上」の取り組みや考え方ではない発想

による選択肢であると考えております。そこで、

この京都議定書の発効を受け、環境基本計画の具

体化や強化策についての市長のお考えをうかがい

たいと思います。次には、そうした視点で地域や

企業との連携について、研修や研究の充実につい

ての考え方についてうかがいます。

【連合ではＮＰＴ（核不拡散条約）の強化署名】

労組の集合体である「連合」でも、今年の重要

性を認識し、上記のパンフを使用して街頭署名活

動を取り組みました。

久屋原のベイシア付近でご協力を頂いた皆さん、

あるいは直接、私がお願いした皆さん御協力大変

ありがとうございました。もう５月ですから、マ

スコミ等でも報じられると思いますょ。

連合が取り組んだ核廃絶へむけた千万署名のパンフ

【
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【平和市長会議の取り組み等取り入れて積極性を！】

全国市長会でも平和市長会議の働きかけなどを

受け、下記に掲載の通り決議を行った。

多額な予算を計上せずとも、市民に平和を啓蒙

する策は考えれば、沢山できるであろうし、こう

ゆう課題こそ、市民協働の発想で取り組むべき！
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Ｈ１７年度予算審査特別委員会報告ＮＯ１

【水も空気もタダじゃない時代へ】
京都メカニズム

この温暖化ガス排出量の削減に異議や不満を訴えて

いる国も少なくない。「先進国」といわれる米国が渋っ

ていたのはご存知の方も多いと思いますが、「発展途

上国」と言われる国々からも、不満が出ているのです。

これは『今まで散々途上国を利用して経済発展遂げて

きておいて、今更、温暖化防止だから規制をしますだ

と…。冗談じゃないよ…。』

こうした感情にも配慮してか、生まれたのが市場経

済原理を活用したメカニズムなのです。先進国での減

量分を途上国で遂げたら、その量を「取引量」として

先進国分と認めてあげましょうというシステムです。

簡単に言うと広大な途上国の山林・原野に木を植え

たり、バイオマス発電を事業ごと輸出してしまうとい

うようなことで、「空気」を「お金」に換算して商売

にしてしまえば、先進国にはビジネスチャンス、途上

国には、発展や経済援助チャンスとなるはず…。

「ガイヤの夜明け」などＴＶでも、さかんに報道さ

【頑張ってる人は何処にもいる！】
自然エネルギーの沼田市職員の自主研究グ

ループの発表会へ参加させてもらいました。

地域の風力や水力発電への「潜在的可能性」

を研究したものなのですが、非常に良くでき

たものだと専門家も絶賛しておりました。

（私が評価しても威厳はないが…）

また、そこでは、群馬大学の研究も話され、

木質ペレット＋高温水蒸気＝水素・一酸化炭

素・メタン・二酸化炭素が採れ、ガスエンジ

ンによる発電、メタノール製造などの研究が

近い将来「次世代エネルギー」として脚光を

浴びてくる可能性なども、短い時間でしたが、

交流されました。

こうした研究グループや民間の方々との連

携を積極的に取り組めば、森林文化都市沼田

の特性生かしたエネルギー・ビジョンの展望

は開かれるのではないかと質問しました。あ

左の冊子の表紙には「水上町地域新エネルギービジョン」と記載さ

れています。（見づらいかも知れません）

水上町では、策定委員会を立ち上げ、地域の自然エネルギーの分析、

先進地視察や新エネルギー財団報告などの研究、補助事業の可能性な

どを探り、住民アンケートなども積み重ね、本年度から菜種油の栽培

＋廃油回収＝「地元産出燃料」＋「まちづくり」を合体させた事業を

始めました。全国では菜種油をキーワードとした事業は珍しくはあり

ませんが

まちづくりと合わせて考えた点が興味と関心をそそります。

一般会計２２６億３４８７万８千

歳 入 （単位千円）

市税・地方譲与税 \6,339,734

地方交付税 \6,159,000

地方消費税交付金 \502,000

地方特例交付金その他 \216,400

自動車取得税交付金 \212,000

分担金及び負担金 \240,888

使用料及び手数料 \187,071

国庫支出金 \1,525,811

県支出金 \1,168,968

繰入金 \3,220,045

諸収入・財産収入寄付等\723,161

市債 \2,139,800

歳 出（単位千円）

議会費 \301,974

総務費 \2,677,634

民生費 \4,246,811

衛生費 \2,995,291

労働費 \134,198

農林水産費 \1,673,684

商工費 \535,200

土木費 \3,073,265

消防費 \875,005

教育費 \3,135,446

公債費 \2,964,514

災害復旧・予備費他 \21,856

特別会計 （単位千円）

国民健康保険 \5,356,68

0

老人保健 \5,623,68

6

介護保険 \2,959,82

2

簡易水道事業 \563,72

9

下水道事業 \2,172,34

総額４０７億８９１８万５千円

単純比較はできないものの、旧１市２

村の前年度予算総額より、約６億円の減

額となりました。
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Ｈ１７年度予算審査特別委員会報告ＮＯ２
【議会費：３億１９７万４０００円】
２２人から４６人になった新沼田市議会。この

中の「議会経費」は約２億４千万円。単純割りで

約５２０万円。果たして私は、この額に見合った

役割を果たしているだろうか？…奮闘せねば…。

【住民自治振興事業費：５９６３万３０００円】
同白沢町振興局分５２８万５千円、同利根町振

興局分５６５万３千円。地方の人間関係も希薄に

なる中、地域の潜在能力を引き出し、諸行事を企

画運営

【広報費総額：２８５８万４０００円】
広報ぬまた発行費 約９９０万円

沼田ＦＭ放送活用事業 約５７０万円

市民カレンダー作成費 約３００万円

ホームページ運営事業 約３２０万円

【総合計画策定調査事業費：７１１万６０００円】

約２年間で新市の総合計画を「市民参加」型で

策定する事業で「会議｣に要する諸経費と業務委託

料ということでした。

質問はコンサルなどに「丸投げ」しないように！

という注文に対して、当局も補助的な調査部分の

みを委託する。と答弁しました。みんなで希望の

【生活行政管理事業費総額：４８６１万５０００

円】

市町村乗合いバス運行事業 約４０００万円

乗合いタクシー試行運行補助金 約７６７万円

沼田駅を中心に「荘田城祉公園」まで一日６往

復、上川田の「馬場入口」まで一日３往復する。

最高額は７００円での「試行運行」となる。期

間は、奈良・秋塚線と補助額が同じなので、半年

間ということになります。以前の一般質問で「デ

【合併振興基金積立金：２億円】
合併振興基金条例を制定して、早速２億円を積

み立てました。この基金は主にソフト事業に対し

て認められた「合併特例債」です。

質問では、低金利で運用益も出ないのに「借金」

するのか？という不安も出されました。１０年で

総額１９億円を積み立てるようです。慎重な運用

と有効な振興事業へ役立つよう願いたいものです。

しっかりチェ～ック！（でも、まちづくりだとか

に出る特例債はこれ位しかないのです。後は皆ハー

【公園費総額：１億７８２０万２０００円】

上は、改修予定の沼田公園西トイレ費用は約２

３７０万円。その他、城堀川緑地公園整備事業に

は、

本年度４千万円計上。公園の維持管理も、結構お

５月１２日にオープン予定のふれあい福祉センター

管理運営は社会福祉協議会へ２８２０万円で委託。

センター経由で休止していた右の乗り合いタクシー

も川田線も追加して乗車率の向上を見込むが…。

宇楚井・原・上川田線路線図
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【ワークプラザ建設事業費：６５８２万６０００円】

東倉内町、旧保健所跡を利用してシルバー人材センター

と福祉作業所（あおぞら）として活躍していた事務所もご

覧の通り、だいぶ老朽化が進んできたので、この主ではラ

ストチャンスの「補助金事業」として（仮称）ワークプラ

ザとして建て替えることになりました。補助額は３千万円。

４～５月に解体、６～１１月に建て替え予定。事務室・

作業室・研修室などを設置。

また、質問ではシルバーの運営に対する危惧が出され、

助役が県の担当当時からの経過含め「適正運営努力」を答

【鐘楼改修事業：５７８万９０００円】
昨年は、周囲の板張りが老朽化したので、張り替えまし

た。今年は、長年市民の耳を楽しませてきた鐘を新しく作っ

て、毎朝６時と１８時に自動的に鳴るようにするというも

のです。質問は、自動では「味気ない。ボランティアなど

の活用は考えられないか」と資したが「安定性」が課題と

して当面、自動でいくことになりました。

【利根町橋梁関連費：約１億４６５５万

円】

並んでいる２枚の写真の内、右はすで

に老朽化が進み、４トン以上の車の進入

禁止となっている「千歳橋」で旧役場の

入口にあたる。左は「栗原川橋」で役場

から下ってすぐの地点にある。車のすれ

違いができず、危険で不便という。旧自

治体での緊急性・重要性を統一された新

【温水プール管理事業：３８５１万２０００円】

右の写真：左の建物が「民間の竜宮の湯」で右側の

建物が「温水プール」です。利根町振興局から栗原橋

を渡って道なりに…。

「補助金」の関係で管理は農政課が行っていました。

また、立派な施設でありながら、利用率は今一歩とい

う状況です。ジャグジー、ウォータースライダー、サ

ウナも完備の、この施設を皆さんどんどん利用して！

【沼小中央校舎解体等整備事業：７１７３万円】

教育関連施設では他に

「川田小学校校庭造成事業・他」 ７８２０万２千円

「池田小学校屋体床等改修事業」 ４５４５万５千円

「沼田東小学校屋体樋等改修事業」 １６８３万２千円

「薄根公民館改修事業」 ５３５６万７千円

などなどで教育費総額は３１億３５４４万円
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編
集
後
記

今
回
の
歩
む
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

が
、
遅
れ
て
し
ま
っ
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

本
当
は
、
臨
時
議
会
な
ど
を
含
め

る
と
、
報
告
す
べ
き
事
柄
は
、
ま
だ

ま
だ
あ
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
、
ま
た
読
む
意
欲
を
著
し

く
削
い
で
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
量

。
新
聞
と
同
じ
で
興
味
の
あ
る
と
こ

ろ
だ
け
、
か
じ
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ

れ
ば
宜
し
い
か
と
…
。

遅
れ
た
理
由
は
、
ま
と
め
る
能
力

の
欠
如
と
上
記
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

に
、
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
か
ぁ
…
と
鼻
で
笑
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
一
応
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
ん
で
す
か
ら
。

♪
「
ほ
～
ら
春
先
小
紅
～
見
に
見

に
、
見
に
来
て
ね
～
」
♪
と
い
う
歌

に
乗
っ
て
、
春
を
感
じ
に
来
て
く
だ

さ
～
い
。
私
は
多
分
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

の
脇
で
準
備
係
り
や
っ
て
ま
す
。

「
情
報
の
公
開
と
共
感
の
集
積
で

ま
ち
づ
く
り
」
は
私
の
立
候
補
の
際

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
人
と
人
の
パ

ワ
ー
が
結
局
、
地
域
を
形
成
し
て
い

く
と
思
う
今
日
、
こ
の
頃
な
の
で
す
。

イベントは数々あれど…

このフェスティバル
（５月１５日 利根沼田文化会館）

を超えるものは、そんなにはない！

連合沼田地域協議会では、地域との連携を図

りながら、潜在力の発掘・強化や活性化を模索

していく具体的取り組みの一環として「ぐんま

ふれあいフェスティバルＩＮ利根沼田」を開催

することになりました。

沼田市・教育委員会・利根郡町村会・同教育

委員会連絡協議会・沼田商工会議所・ＦＭＯＺ

Ｅ・利根沼田地域ボランティアセンターなどが

応援してくれています。概要は以下の通りです。

ミニステージ：プロの和太鼓・尺八の演奏をはじめ、

（10時～終日）踊りや演奏発表を７組が競演！

ザ・スパ草津：祝！Ｊ１昇格…若干苦戦？地元チー

（11時頃～） ムをトーク＆サインで応援しよう！

劇団風の子：知る人ぞ知る。「いつかきっと！」を

（11時～） 上演。お子様と是非！（無料）

食べ物屋さん：安心牛丼・スパゲッティ・豚汁・焼

きとうもろこし・カレーライス・お

でん・かき氷・ポップコーンｅｔｃ

カルチャー等：気功・アロマ＆まゆｶｯﾄ・ビーズ教

室・おもちゃの病院

フリーマーケット：３０以上の出店で大賑わい！

プレゼント：地球博ペア・チケットなど（抽選）

お花は無料で先着100個×２回

【出産祝金支給事業：１９００万円】

合併の特徴の一つとして開始される事業です。

支給額は２０万円ですから、計算上は本年９５人

の第三子を期待値としているのでしょう。でも、

うちのかみさん曰く『２０万でもう一人！とはな

らない。』らしい。子育て時の夫の非協力が相当、

つらく脳裏にあるようだった。（…反省）

その他、子供が欲しくても、なかなか叶わない

方々のために、不妊治療費補助費も計上していま

【ごみ関連対策費総額：１億７４９８万１０００

円】

環境啓発事業 76万円

ごみ収集作業委託事業（白沢） 693万円

廃棄物再生利用推進事業 4432万円

指定ごみ袋購入事業 5400万円

有価物集団回収推進事業 3323万円

最終処分場管理運営事業（利根） 2941万円

一般廃棄物処理基本計画策定業務委託事業

628万円

本年４月から、減量対策としてごみの分別が一

つ増え「黄色い袋」に入れて回収する事になりま

した。

一方で集団回収の「団体の維持」は困難な状況

にあり、回収奨励事業は委託へと傾斜しようとし


